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研究成果の概要（和文）：【目的】本研究の目的は、子育て期の家族のエンパワメントの状況や変化を自己評価
するための家族エンパワメント尺度を開発することである。【方法】文献検討と専門家への面接調査に基づき、
尺度原案を作成した。次いで 1～3歳児を持つ親を対象に質問調査を実施し、尺度の妥当性と信頼性を検証し
た。【結果】26項目、5つの下位因子「家族との関係性」、「育児の効力感」、「地域とのつながり」、「親役
割達成感」、「サービスの認知と活用」からなることが確認された。【結論】本研究では、子育て期の家族エン
パワメントの状態を測定するための妥当性および信頼性を有する尺度が開発された。

研究成果の概要（英文）：【Purpose】 The purpose of this study was to develop a scale to 
self-evaluate the status and changes in family empowerment during the parenting years. 【Methods】 
To develop the scale, a draft scale was created, and a questionnaire survey was administered to 
parents with children aged 1-3 years to test the validity and reliability of the scale. 【Results】
Factor analysis revealed that the optimum solution that can interpret each factor is obtained with 5
 subfactors and 26 question items. It was confirmed that the 5 subfactors were “relationships 
within the family,” “sense of efficacy with regard to parenting,” “relationships with the 
community,” “sense of achievement as a parent,” and “recognition and combined use of services.”
【Conclusion】 This study developed a valid and reliable scale to measure the state of family 
empowerment during the parenting years.

研究分野： 公衆衛生看護
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　地域においては子育て支援サービスの拡大にもかかわらず、必要な支援に結びつかず地域で孤立した子育て家
庭が数多く生じており、子どもを取り巻く地域の課題は深刻化している。支援者には個人と家族の発達課題を乗
り越える力を見極め、時間経過の中でアセスメントをしていく視点が必要である。本尺度の開発によって、まず
子育て期の家族エンパワメントを客観的に数量化できることがあげられる。次に、家族の発達段階の節目で活用
することで、家族の現況に合わせた支援方法の検討が可能となることが期待できる。さらに、わが国の育児の現
状にあった家族エンパワメントの評価に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

（１）家族エンパワメントの必要性 
わが国では少子化や核家族化の進行、近所づきあいや子どもを通じた付き合いの減少など地

域のつながりが希薄化し 1)、地域において育児中の家族を支える力が弱くなっている。健やか親
子 21 や地域子育て支援施策などの虐待予防を含めた幅広い対策により子育ての社会化が進みつ
つあるが、身近な地域に相談相手がいないなど、子育て家庭の孤立した状況が見受けられる。こ
のような状況は必ずしも個人や家族の問題だけではなく、変化する社会との関係が子育て中の
親の孤立した状態を生み出し、孤独感の増大 2)やサポートの欠如 3)などが育児の問題に対処する
ことが困難な親のパワーレスな状態を生み出す可能性がある。 

家族には、家族自身の力で様々な状態を乗り越えていくことができる機能がある。しかし、現
在では、その家族機能が希薄化し、そもそも持っていた家族の力が失われている状況がある。家
族を対象とした研究では、家族がエンパワーしたときに健康問題をより効果的に対処できるこ
とが報告されている。子育て期において家族のエンパワメントが必要とされるのは、病気や子育
て不安などで、家族の力で解決できない時等である。また、家族は家族の力で解決できない時は、
支援者がコントロールするのではなく、家族が自分自身の力で家族の力を引き出せるような家
族エンパワメントが必要となる。これらのことから、家族をエンパワメントする視点が必要であ
る。 
 
（２）家族エンパワメントの評価 

エンパワメントに関する研究は、1900 年代に入り様々な領域でエンパワメント尺度の開発が
行われている。測定する対象は患者・家族を対象とした研究、一般住民、看護師・保健師等の援
助者に対する尺度の開発が試みられている。家族エンパワメントに関する研究では、Koren4)は、
地域で情緒障害児を養育する家族のエンパワメントに関する概念枠組みを提示し、家族エンパ
ワメント尺度を開発した。この家族エンパワメント尺度は家族、サービスシステム、コミュニテ
ィの 3 つのレベルにおいて、知識・表現・態度の 3 領域の質問項目で構成され、信頼性・妥当性
が検証されている。しかし、この尺度は個人の状態や認識を測定するものであり、家族の相互作
用や信頼を評価する項目が不足していた。わが国では、日本語版家族エンパワメント尺度が涌水
5)によって翻訳され障害児を養育する家族に用いられている。家族エンパワメントは「家族が自
分たちのおかれた状況に気づき、問題を自覚し、自分たちの生活の調整と改善を図る力をつける
ことを目指すこと」6)と定義されている。家族エンパワメントが生じる条件には、家族との相互
尊敬、共に参加する関係／協働関係、信頼があげられている 7)。しかし、この尺度は個人の状態
や認識を測定するものであり、家族の相互作用や信頼を評価する項目が不足している。家族エン
パワメントの評価には、子育て期の家族のセルフケア機能を見極め、家族エンパワメントの状況
や過程を明らかにしていく必要がある。麻原８）は、個人のエンパワメントプロセスは、他者との
相互作用によって生じるプロセスであり、個人が他者との相互作用により、個人が自身の問題だ
けでなく、集団及び地域の共通の問題に気づき、認識した課題解決のための方略も、他者との相
互関係の中で学ぶ、としている。そのため、家族で相談して問題を解決することや家族のエンパ
ワメントの状況や変化を自己評価するための家族エンパワメント尺度の開発が必要である。 

今後、子育て期の家族および彼らを支援する保健師等が家族の発達段階の節目でエンパワメ
ントの状況を把握し、効果的な支援方法を検討していく際に活用可能な測定用具が必要である
と考えた。 
 

２．研究の目的 

本研究では、公衆衛生看護学領域においてエンパワメントという重要な概念に着目し、質的研
究及び量的研究を基に子育て期の家族のエンパワメントの状況や変化を評価するための家族エ
ンパワメント尺度を開発することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

（１）研究１：尺度原案の作成 
①文献検討による質問項目の抽出 

子育て期の家族エンパワメントの構成概念を整理し暫定版尺度を作成するため国内外の文献
を検討した。まずは、国内外の先行研究を以下の条件で抽出した。医学中央雑誌及び CiNii、 
PubMed、 PsycINFO、 CINAHL の 5 つのデータベースを用い、エンバワメント（empowerment）、
家族（family）、育児（parenting）をキーワードとして会議録を除き、絞り込み条件を原著論文
とし検索した。検索期聞は 1990 年～2017 年を設定し、タイトルと抄録にキーワードを含む文献
を検索した。文献の採択基準は、a.家族のエンパワメントおよび子育て期のエンパワメントにつ
いての記述がされていること、b.看護、心理、社会福祉、公衆衛生の領域であること、c.英語ま
たは日本語で記載されていることとした。キーワード検索により抽出した 222 件について、1 次
スクリーニングとして表題及び抄録の精読を行い、次いで 2 次スクリーニングとして本文の精
読、追加の文献検討を行い候補となる文献を採択した。 



質問項目の抽出手順は、まず文献検討により対象となった論文について、子育て期の家族エン
パワメントにかかわる内容が記述されていると文献から読み取れる部分をアイテムプールとし
て取り出した。次に意味内容の類似性に基づき、カテゴリー化を行った。さらに家族エンパワメ
ントを説明する仮説的な枠組みを作成し、子育て期の家族エンパワメント尺度（暫定版）を作成
した。 
②尺度原案の作成 

文献検討により作成した暫定版尺度について、改良に向けた内容の過不足並びに妥当性を検
討し、FES-P 原案を作成するため、地域看護学及び家族看護学を専門とする大学教員 5 名と行政
機関に勤務している保健師 6 名の 2 つのグループにフォーカスグループインタビュー（FGI）を
実施した。インタビュー内容は、暫定版尺度の改良に向けた内容の過不足ならびに内容妥当性に
関する意見である。得られた意見により、家族エンパワメントに関する内容を精選して質問項目
を検討した。 
③尺度原案の表面妥当性の検討 

尺度の表面妥当性を確保するため、さまざまな経験年数と専門領域を持つ看護職 15 名にプレ
テストを行い、回答における不具合や表現のわかりにくさ等について意見聞き、質問項目の表現
等を修正した。最後に研究者間で修正を行った。 

 
（２）研究２：幼児を持つ親の家族エンパワメントを測定する尺度（Family Empowerment Scale 

for Parents with Toddlers、以下 FES-P）の妥当性・信頼性の検討 
①調査１：FES-P の開発 

調査対象は、全国の 1～3 歳児を持つ親 800 名（男性 400 名、女性 400 名）とした。調査方法
は、インターネットを活用した構成的質問調査を実施し、FES-P の妥当性と信頼性を検証した。 

調査項目は、基本属性（個人の要因、地域の要因）、FES-P 原案 60 項目、基準関連妥当性の検
討に用いた外部基準変数（Family APGER Score、育児感情尺度、特性的自己効力感尺度）である。 

分析方法は、項目分析、外的基準との相関分析、探索的因子分析による構成概念の検討、共分
散構造分析を用いた確認的因子分析によるモデルの作成、多母集団同時分析による男女の配置
不変性の検討、基準関連妥当性の検討、信頼性の検討を実施した。共分散構造分析の適合度指標
は、GFI(Goodness of Fit Index)、CFI(Comparative Fit Index)、RMSEA(Root Mean Square Error 
of Approximation)、AIC(Akaike Information Criterion)等とした。 
②調査２：再テスト法 

調査対象は、全国に在住する 1～3 歳児を持つ親、男性・女性それぞれ 100 名、計 200 名とし
た。調査方法は、調査１で開発した FES-P の安定性に関する再テスト信頼性を検討するため、イ
ンターネット調査会社のモニターを対象にインターネットを用いた構成的調査を実施した。再
テスト法の 1 回目の調査から 2 回目の調査までの間隔は 2 週間とし、1 回目と 2 回目ともに回答
のあったものを分析対象とした。 

調査項目は、基本属性（個人の要因、地域の要因）、FES-P26 項目を用いた。分析方法は、1 回
目と 2 回目の FES-P 総得点および下位因子得点の級内相関係数を求め、再現性を検討した。 
 
（３）研究３：FES-P の因子間構造についての検討 

FES-P の 5 つの因子間の構造について、共分散構造分析を用いて、パス係数、標準化推定値、
適合度指標（GFI、CFI、RMSEA 等）を確認しながらモデリング改良を繰り返し、最適モデルを探
った。次に、母集団間の因子間構造の等質性を検討するため、性別の多母集団同時分析を行い、
等値制約を置いたモデルを構成し、適合度指標（CFI、RMSEA、AIC 等）をもとに、モデルの選択
を行った。 
 
４．研究成果 
（１）研究１：尺度原案の作成 
①結果 

文献検討の結果、英文 6 件、和文 6 件、計 12 件を採択した。調査対象は、障害児を持つ親 4
件、子育て中の親 3 件、子育て支援事業に参加している母親 3 件、健康診査来所の母親 2 件であ
った。子育て期の家族エンパワメントの構成概念は「家族の問題の認識と共有」、「育児情報の獲
得や資源の活用」、「育児の効力感」、「親としての役割達成感」の 4 つの枠組みに分類された。「育
児の効力感」と「親としての役割達成感」は個人的なエンパワメントに関する内容、「家族の問
題の認識と共有」は家族との関係性に関する内容、「育児情報の獲得や資源の活用」は社会資源
や地域の人々との関係に関する内容で構成されていた。 

不足項目について、公衆衛生看護および地域看護の研究者等と検討を重ね、追加の文献検討、
質問項目の修正を行い、FES-P 原案を作成した。さらに内容妥当性の検討を行い、本研究におけ
る幼児を持つ親の家族エンパワメントとは、「親が育児上の問題に気づき、気づいた問題を他者
と共有し、問題解決への意思決定、情報の獲得や資源の活用を通して、内発的に動機づけられ、
家族で力を合わせて問題解決ができている状態である」と定義した。評価方法は、「かなり当て
はまる（7 点）～全くあてはまらない（1 点）」の 7 件法のリッカート方式とした。これらのプロ
セスにより、尺度原案は 60 項目となった。 
 



 
②考察 

内容妥当性の検討は、尺度原案作成の段階で複数の専門家による意見聴取・評価を得ることに
よって、各項目の適切性を確保することができた。今後の課題として、個人だけではなく、個人
と家族や地域社会との関係性をエンパワメントの視点で多次元的に捉えていく必要性が示唆さ
れた。子育て期の家族支援においては、家族の Powerless な状況について、親子のニーズ等にか
かわる個人的な次元だけではなく、家族や他者との関係性、社会資源や地域の人々との関係など
も含めた３つの次元で家族のエンパワメントを捉え、形成的視点でアセスメントできる指標の
検討が必要である。 

 
（２）研究２：FES-P の妥当性・信頼性の検討 
①結果 

回答の得られた 825 名（男性 412 名、女
性 413 名）を分析対象とした。FES-P 原案
60 項目の各質問項目の得点平均値は 3.15
～5.51 点、標準偏差は 1.17～1.85 点であ
り、天井効果と床効果を示す項目はなかっ
た 。 信 頼 性 の 検 討 で は 、 60 項 目 の
Cronbach’s α係数は.980 であり、内的整
合性を脅かす項目はなかった。 

探索的因子分析による構成概念の検討を
行い、36 項目 5 因子の最適解を得た。抽出
された 5 因子について、各因子を構成する
質問項目の内容を解釈して、「家族との関係
性」、「育児の効力感」、「地域とのつながり」、
「親役割達成感」、「サービスの認知と活用」
と命名した。次いで、探索的因子分析で得
られた 36 項目の FES-P の理論的構造を確
認するために、各項目を観測変数、各因子
を潜在変数としたモデルを設定し、確認的
因子分析によるモデルの検討を行った。モ
デルの改良を行ったところ、36 項目のうち
10 項目が削除され、5 因子 26 項目からなる
FES-P が構築された。モデルの適合度は、
GFI=.906、CFI=.951、RMSEA=.057 であった。
さらに、男性と女性における因子構造の配
置不変性を検討するため、等値制約を課さ
ない多母集団同時分析を行った。その結果、
すべてのパス係数と共分散が有意であり、
モデルの適合度は GFI=.878、CFI=.943、
RMSEA=.044 で適度な適合度が示された。
FES-P の男性と女性における配置不変性が
確認された（図１は男性のみ示した）。 

FES-P 総得点と外的基準（Family APGER 
Score、育児感情尺度、特性的自己効力感尺
度）との有意な相関（p＜.001）が認められ
た。また、Cronbach’sα係数は尺度全体
で.96、下位因子では.85～.92 であった。再
テスト法による級内相関係数は、尺度全体
で r=.88、下位因子では r=.79～.84 であり、
安定性と再現性が確保できた。 
②考察 

本研究では、26 項目、5 つの下位因子からなる一定の妥当性および信頼性を有する FES-P が開
発された。FES-P 総得点及び 5 つの下位因子得点と Family APGER Score、育児感情尺度、特性的
自己効力感尺度との相関係数から、基準関連妥当性が確保されていると判断できた。5 つの下位
因子は相互に関連する構成概念であり、「育児の効力感」と「親役割達成感」は個人的なエンパ
ワメントに関する項目、「家族との関係性」と「地域とのつながり」は他者との関係性に関する
項目、「サービスの認知と活用」は社会資源に関する項目で構成されていた。 

信頼性の検討は、内的整合性の確認と再テスト信頼性の検討により評価した。尺度全体および
下位因子の Cronbach’s α係数は.80 以上あり、十分な内的整合性が確認された。再テスト法に
よる級内相関係数により、安定性と再現性が確認できた。共分散構造分析の適合度は、CFI.90 以
上、RMSEA.05 以下であることからも、本尺度は適合度が良好であるといえ、一定程度の構成概
念妥当性が確認された。 

図 1 幼児を持つ親の家族エンパワメント尺度 

の確認的因子分析モデル（男性） 



 
（３）研究３：FES-P の因子間構造についての検討 
①結果 

FES-P の５つの側面は、「家族と
の関係性」から「育児の効力感」「サ
ービスの認知と活用」「地域とのつ
ながり」を経由し、「親役割達成感」
に間接的に関連する構造モデルに
よって、66％が説明できることが示
された。全体のモデルの適合度は、
CFI=.952、RMSEA=.057 であった。次
に性別の多母集団同時分析を行っ
た結果、CFI=.945、RMSEA=.042 と良
好な適合度が得られた（図 2 は女性
のみ示した）。「家族との関係性」は、
「育児の効力感」「サービスの認知
と活用」「地域とのつながり」を高
め、それが結果として「親役割達成
感」の高さに繋がることが明らかに
された。また「家族との関係性」と
「サービスの認知と活用」は、「親
役割達成感」を直接高めるのではな
く、他の側面を間接的に経由して高
められることが示唆された。 
②考察 

家族がエンパワメントした状態では、帰結として「親役割達成感」を高めることになると考え
られる。家族エンパワメントを高めるためには、「家族との関係性」に着目し、「育児の効力感」
「サービスの認知と活用」「地域のつながり」の側面を強化すること通じて、「親役割達成感」を
高める支援が効果的である可能性が示唆された。今後は、このモデルをアセスメントシートとし
て、乳幼児健康診査等の個別支援や、育児支援事業などの集団支援の場で活用できるようにして
いくために、さらなる検討を積みか重ね、精度を高めていくことが課題である。 

FES-P の看護実践での活用可能性として、多母集団同時分析によって、男性と女性における配
置不変性が確認されたことから、母親だけではなく父親にも同じ質問項目で測定が可能なこと
である。 

今後の課題としては、子育て支援に幅広く活用できるものにしていために、乳幼児健康診査の
評価指標として活用や育児相談等の面接場面での活用などを併用し、実証研究を積み重ね対象
を拡大するとともに、尺度の質問項目の表現の修正や検討を重ね精度を高める必要がある。しか
しながら、本研究では、幼児を持つ親の家族エンパワメントを測定する 5 つの概念を明らかに
し、かつそれは父親・母親両者に活用可能な FES-P を開発した点で独創性を有する研究であると
考えられる。 
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